
○第１３９回農薬専門調査会幹事会（公開） 

日時：平成２８年８月２６日（金）１３：５９～１７：０１ 

議事概要： 

 

（１）農薬（イソフェタミド）の食品健康影響評価について 

・審議の結果、イソフェタミドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．０５３ ｍｇ／ｋｇ体重

／日、急性参照用量（ＡＲｆＤ）を３ ｍｇ／ｋｇ体重とし、評価書（案）を一部修正の上、

食品安全委員会に報告することとなった。 

＊殺菌剤で、レタス、ぶどう等への新規登録申請及びいちご、ブルーベリー等へのインポ

ートトレランス申請がされています。 

 

（２）農薬（オキシテトラサイクリン）の食品健康影響評価について 

・審議の結果、オキシテトラサイクリン、クロルテトラサイクリン及びテトラサイクリン

のグループ一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．０３ ｍｇ／ｋｇ体重／日、オキシテトラサイ

クリンの急性参照用量（ＡＲｆＤ）を０．０３ ｍｇ／ｋｇ体重とし、評価書（案）を一部

修正の上、食品安全委員会に報告することとなった。 

＊殺菌剤及び抗生物質で、もも、きゅうり等に使用します。動物用医薬品及び飼料添加物

としても用いられます。今回、ブロッコリー及びトマトへの適用拡大申請がされています。 

 

（３）農薬（シクラニリプロール）の食品健康影響評価について 

・審議の結果、シクラニリプロールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．０１２ ｍｇ／ｋｇ

体重／日、急性参照用量（ＡＲｆＤ）を設定の必要なしとし、評価書（案）を一部修正の

上、食品安全委員会に報告することとなった。 

＊殺虫剤で、りんご、なし等への新規登録申請がされています。 

 

（４）農薬（フェナザキン）の食品健康影響評価について 

・審議の結果、フェナザキンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．００４６ ｍｇ／ｋｇ体重

／日、急性参照用量（ＡＲｆＤ）を０．１ ｍｇ／ｋｇ体重とし、評価書（案）を一部修正

の上、食品安全委員会に報告することとなった。 

＊殺虫・殺ダニ剤で、日本国内での農薬登録はありません。今回、アーモンド、茶等への

インポートトレランス申請がされています。 

 

（５）農薬（フルトラニル）の食品健康影響評価について 

・審議の結果、フルトラニルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．０８７ ｍｇ／ｋｇ体重／

日、急性参照用量（ＡＲｆＤ）を設定の必要なしとし、評価書（案）を一部修正の上、食

品安全委員会に報告することとなった。 

＊殺菌剤で、稲、小麦等に使用します。今回、畑わさび、にら等への適用拡大申請がされ



ています。 

 

（６）その他 

・「農薬の食品健康影響評価における肝肥大の取扱いについて（案）」については継続審議

となった。 


